
一
四
二

岩
手
縣
に
於
け
る
地
的
胴
体
部
の
地
誌
学
的
研
究横

田
幸
八

一

緒

言

岩

手

大

挙

挙

聾

畢

部

研

究

年

報

第

一

審

二

九

四

九

年

）

に

筆

者

が

岩

手

願

の

南

北

性

と

東

西

性

な

る

小

論

を

登

表

し

た

が

、

そ

の

封

比

を

明

確

な

ら

し

め

た

胴

体

地

域

を

封

象

と

し

て

、

地

誌

車

的

に

地

的

性

格

を

把

握

せ

ん

と

す

る

の

が

本

論

の

主

眼

で

あ

る

。

抑

ヒ

何

事

に

よ

ら

ず

、

個

性

を

把

握

す

る

場

合

に

は

ま

づ

そ

の

範

囲

を

決

定

す

る

事

が

先

決

條

件

で

あ

る

、

そ

の

範

囲

は

線

に

て

示

さ

れ

る

場

合

が

多

い

。

然

し

増

的

宅

間

に

於

い

て

は

画

な

る

場

合

が

普

通

で

あ

る

。

そ

の

面

で

も

フ

ロ

ン

チ

ア

ー

よ

り

バ

、

ウ

ン

グ

リ

ー

で

あ

る

。

こ

の

パ

ウ

ン

グ

リ

ー

が

磨

け

れ

ば

廉

い

ほ

ど

南

端

の

性

格

差

が

著

し

く

な

る

。

岩

手

願

に

於

て

は

東

西

並

南

北

の

地

域

差

が

明

確

に

把

握

さ

れ

る

所

以

の

も

の

は

、

こ

の

バ

ウ

ン

グ

リ

ー

が

相

常

磨

く

あ

る

と

い

ふ

こ

と

上

，

天

奥

の

自

然

構

造

差

と

・

現

経

済

人

の

経

脅

差

と

が

著

し

い

個

性

を

も

っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

そ

こ

で

岩

手

願

の

南

北

差

、

東

西

差

，

を

必

然

的

に

附

興

し

た

地

域

を

坤

的

胴

体

部

と

し

て

考

察

の

封

象

と

し

た

の

で

あ

る

。

二

地

的

胴

体

部

の

範

囲

と

匿

分

岩

手

願

の

鞄

埋

拳

的

区

分

、

即

ち

，

地

理

庭

を

筆

者

は

攻

の

六

つ

に

区

分

し

て

い

る

。

0

北

上

川

低

地

（

中

央

低

地

）

⇔

－

北

上

高

原

、

⇔

東

部

海

岸

絢

西

部

山

地

国

南

部

地

域

内

北

部

地

域

（

こ

の

匝

分

に

関

す

る

理

念

と

方

法

は

年

報

第

一

審

八

一

頁

に

述

べ

て

あ

る

）

以

上

の

地

域

の

ぅ

ち

本

論

の

封

象

と

せ

る

地

的

胴

体

部

と

い

ふ

伊

は

H

と

⇔

、

即

ち

第

一

圃

地

理

的

匿

分

国

に

示

す

魔

で

あ

る

。

地

的

胴

体

部

の

H

は

北

上

川

本

流

域

で

あ

り

目

は

北

上

高

原

の

中

部

で

あ

る

0

北

上

川

は

七

時

雨

火

山

横

列

が

、

北

上

高

原

に

迫

る

奥

中

山

曄

（

扨

二

七

米

）

に

楯

を

覆

し

て

宮

城

願

の

石

巻

増

に

注

ぐ

長

さ

二

些

二

肝

で

日

本

第

五

位

、

流

域

面

積

で

は

二

〇

二

三

方

肝

で

準

二

位

を

占

め

る

。

こ

の

河

の

宮

城

願

分

は

五

九

肝

で

あ

る

か

ら

的

八

〇

％

は

、

岩

手

願

に

垣

す

る

の

で

北

上

川

は

岩

手

願

に

壌

す

る

と

い

ふ

こ

と

が

出

凍

る

。

こ

の

河

は

コ

ン

セ

ク

エ

ン

ヤ

の

流

路

を

辿

っ

て

い

る

の



が
、
和
賀
川
を
越
え
た
そ
の
以
南
は
東
西
に
走
る
丘
陵
と
、
そ
の
間
に
建
設
さ
れ
 
 

た
扇
状
地
の
末
端
部
を
洗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

東
部
の
境
界
部
は
北
上
高
原
の
西
藍
で
、
北
部
は
姫
紳
山
を
圭
と
す
る
折
爪
・
姫
 
 

神
列
の
山
簸
で
あ
り
、
そ
の
・
南
は
、
高
倉
山
（
五
閤
六
米
）
飛
龍
山
（
五
九
九
 
 

タ
バ
シ
ネ
 
 

米
）
笠
根
山
（
五
二
一
米
）
蓬
莱
山
（
七
八
八
米
）
束
稲
山
（
五
九
六
米
）
を
結
 
 

ぷ
北
上
高
原
酉
麗
列
の
山
麓
を
南
流
し
て
い
る
。
即
ち
、
北
上
川
は
地
括
帯
内
を
 
 

蛇
行
し
っ
つ
埋
谷
の
働
き
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
西
部
に
聾
立
す
る
奥
羽
 
 

山
脈
と
那
須
火
山
賑
と
は
多
く
の
支
脈
を
派
生
し
て
い
る
の
で
、
地
形
的
に
多
く
 
 

の
く
び
れ
を
見
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
も
出
座
る
。
北
部
は
 
 

岩
手
殊
に
於
け
る
地
的
胴
体
部
の
地
誌
畢
的
研
究
 
（
横
田
）
 
 

断
崖
崖
）
繭
昌
断
窟
恕
 
 

氏
U
 
 

北
部
か
ら
∵
蓬
仙
断
畳
屋
、
鬼
 
 

（
北
ば
黒
森
山
断
崖
崖
、
中
は
草
井
山
際
詣
崖
 
 

（  

（7）  

南（4）越  

員 断  
断 首  
肯置  

屋  

（ 、北  
南 は  

）2）  

（  

ン
ダ
ヒ
 
 

李
斯
肯
崖
）
稗
貫
断
畳
屋
 
 

高
森
山
緋
諾
崖
）
で
あ
る
 
 

山
断
潜
崖
 
 

で
あ
る
が
、
そ
 
 

れ
は
地
溝
帯
を
 
 

南
下
す
る
か
ら
 
 

で
み
る
、
即
 
 

ち
、
北
上
川
本
 
 

流
の
西
部
境
界
 
 

は
第
二
固
北
上
 
 

川
低
地
地
形
固
 
 

に
示
す
よ
う
に
 
 

西
部
断
音
崖
は
 
 

南
は
霹
峯
出
 
 

岩
手
山
の
一
火
山
噴
出
物
に
よ
つ
で
草
原
状
と
な
♭
中
央
部
は
完
全
哩
谷
低
地
と
な
 
 

り
∵
南
部
は
支
脈
の
常
に
よ
つ
て
五
つ
に
匡
切
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
出
凍
る
。
 
 
 

宮
城
願
と
岩
手
願
の
境
は
須
川
岳
よ
り
東
方
に
走
る
虞
柴
丘
陵
が
北
上
山
地
に
 
 

接
す
る
坤
域
で
二
〇
粁
の
峡
谷
を
北
上
川
が
つ
く
る
。
こ
こ
を
北
上
地
峡
と
呼
ぶ
 
 

こ
と
に
す
る
。
北
上
地
峡
の
中
央
部
は
、
東
に
、
石
森
山
（
三
六
一
米
）
西
に
藤
 
 

澤
山
（
二
二
四
米
）
が
あ
＼
そ
れ
よ
り
北
瓢
は
狐
繹
寺
に
、
南
は
大
泉
に
傾
斜
 
 

が
漸
減
す
る
。
こ
の
北
上
地
峡
よ
り
等
高
線
を
北
に
辿
る
と
召
米
は
日
詰
町
で
終
 
 

り
二
百
米
は
瀧
渾
峡
谷
で
終
る
。
こ
～
で
い
ふ
瀧
澤
峡
谷
と
い
ふ
の
は
、
盛
岡
市
 
 

の
北
部
、
蛇
ケ
畠
よ
り
長
坂
・
川
又
。
笹
卒
・
船
田
・
泣
民
に
至
る
十
五
粁
闇
を
 
 

指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
峡
谷
は
岩
手
火
山
横
列
が
姫
細
山
に
肉
迫
す
る
併
を
別
 
 

下
せ
る
併
で
火
山
灰
土
の
高
原
草
地
碍
で
あ
る
。
 
 
 

北
上
地
峡
・
日
詰
問
、
即
ち
召
米
に
つ
～
ま
れ
る
面
積
は
約
六
百
平
方
粁
で
あ
 
 

り
、
北
上
地
峡
・
瀧
澤
峡
谷
問
即
J
り
、
二
百
米
に
つ
ゝ
ま
れ
る
面
積
は
約
一
、
一
 
 

〇
〇
卒
方
粁
で
あ
る
。
攣
言
す
る
な
ら
こ
の
地
は
南
北
に
長
い
縦
谷
盆
地
で
あ
 
 

ろ
。
だ
か
ら
往
昔
ほ
湖
水
で
あ
つ
た
で
あ
ら
ふ
と
い
う
詮
を
な
さ
し
め
る
。
即
ち
 
 

中
央
低
地
は
盛
岡
以
北
と
、
鬼
柳
丘
陵
以
南
と
、
そ
の
中
問
の
三
つ
に
小
区
分
す
 
 

る
こ
と
が
出
凍
る
。
 
 
 

北
上
高
原
は
石
巻
市
よ
り
八
戸
市
に
至
る
二
五
〇
粁
の
南
北
軸
と
盛
岡
、
鰭
ケ
 
 

晴
間
召
粁
の
東
西
軸
と
よ
り
な
る
長
紡
錘
形
高
原
で
あ
る
。
地
形
上
次
の
三
つ
に
 
 

区
分
す
る
こ
と
が
揖
凍
る
。
二
叉
川
・
小
泉
川
を
結
ぷ
線
以
南
と
、
閉
伊
川
、
簸
川
 
 

を
結
ぶ
線
以
北
と
、
そ
の
中
問
地
域
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
南
部
高
原
・
中
部
高
 
 

原
・
北
部
高
原
と
よ
ぷ
。
北
部
。
中
部
の
高
原
は
岩
手
願
に
厳
し
、
南
部
高
原
は
 
 

一
四
三
 
 
 



岩
手
大
串
草
薮
寧
部
研
究
年
報
 
第
二
春
 
 
 

宮
城
願
に
廃
す
る
、
北
上
高
原
の
紙
面
痘
は
一
万
五
百
方
粁
で
偽
る
が
、
そ
の
う
 
 

ナ
ウ
九
〇
％
が
岩
手
願
に
廃
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

岩
手
腰
は
総
面
積
の
八
四
％
が
山
地
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
六
一
％
を
北
上
高
原
 
 

が
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
岩
手
願
は
又
北
上
高
原
よ
り
成
る
と
い
つ
て
も
 
 

誤
り
で
は
な
い
。
こ
の
山
地
の
東
部
は
太
卒
洋
で
支
脈
が
海
に
せ
ょ
り
、
南
は
沈
 
 

降
の
鋸
歯
状
海
岸
と
な
り
、
北
部
は
断
窟
の
隆
起
海
岸
で
あ
る
。
そ
れ
は
胴
体
部
 
 

の
ブ
ロ
ッ
ク
運
動
に
よ
つ
て
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

北
上
高
炉
は
秩
父
古
生
窟
が
大
部
分
で
上
部
に
は
紡
錐
虫
石
灰
岩
、
中
部
に
は
 
 

海
百
合
石
灰
岩
、
下
部
に
は
無
化
石
石
灰
岩
等
が
あ
つ
て
、
そ
の
厚
さ
か
一
、
六
六
 
 

〇
余
栄
に
も
及
ぶ
堆
積
摺
で
あ
る
。
生
成
が
古
い
か
ら
準
卒
原
画
に
モ
ナ
ー
ド
ノ
 
 

第
 
二
 
固
 
 

ブ
ク
が
点
綴
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
が
バ
イ
ラ
シ
ー
の
現
象
を
示
す
複
雑
な
地
形
 
 

を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
高
原
を
大
き
く
わ
け
る
と
北
部
と
南
部
と
に
大
別
出
凍
る
。
 
 

一
四
囲
 
 

岩
手
願
に
於
け
る
胴
体
部
と
い
ふ
の
は
、
東
西
・
南
北
の
地
域
を
除
い
た
、
中
 
 

央
低
地
帯
と
北
上
高
原
地
域
と
を
い
う
の
ゼ
あ
る
。
 
 

三
 
地
的
胴
体
部
の
景
教
 
 

北
上
川
木
枕
濃
域
八
四
粁
問
の
景
観
を
三
つ
に
匡
介
す
る
こ
と
が
出
凍
る
。
北
 
 

部
は
瀧
澤
峡
谷
以
北
で
山
林
・
原
野
の
五
六
％
が
卓
越
し
中
部
断
窟
岸
下
を
占
め
 
 

る
瀧
澤
峡
谷
・
鬼
柳
丘
陵
問
は
四
〇
％
の
水
田
、
三
十
三
％
の
畑
鞄
、
即
ち
耕
地
 
 

七
十
三
％
が
申
越
し
、
南
部
は
丘
陵
と
扇
状
地
の
連
結
に
支
配
さ
れ
て
水
田
三
八
 
 

％
、
畑
地
二
因
％
予
虹
林
二
九
％
、
原
野
九
％
で
あ
る
か
畠
、
耕
地
と
林
野
の
混
 
 

合
地
域
で
あ
る
。
即
十
り
、
北
部
は
、
山
林
・
中
部
は
耕
地
、
南
部
は
混
合
と
い
ふ
 
 

景
観
一
堅
塁
し
て
い
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
凍
る
。
中
部
の
七
三
％
、
南
部
の
六
二
％
 
 

の
耕
地
を
有
す
る
こ
の
地
は
、
岩
手
願
の
穀
倉
地
域
と
い
ふ
こ
と
が
出
廃
る
。
 
 
 

岩
手
願
に
於
け
る
北
上
高
原
は
閉
伊
川
、
桑
川
の
線
を
界
と
し
て
南
部
高
原
、
 
 

北
部
高
原
と
恒
分
す
る
、
こ
の
両
者
は
地
形
的
に
著
し
い
個
性
を
も
つ
、
即
ち
、
 
 

第
三
国
に
示
す
よ
う
に
北
部
は
高
原
性
で
あ
り
、
南
部
は
盆
地
性
で
あ
る
。
こ
れ
 
 

は
北
上
高
原
の
主
副
分
水
嶺
の
在
方
、
即
ち
、
構
造
に
よ
る
排
列
と
形
潜
の
差
異
 
 

に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

北
上
高
原
の
壬
峯
早
池
峯
山
（
∴
九
一
四
米
）
を
中
心
と
し
て
西
に
、
 
 

中
岳
（
一
、
六
七
九
米
）
鶏
頭
山
（
一
、
囲
囲
五
米
）
毛
無
森
（
一
、
四
二
七
米
）
 
 

権
現
山
（
八
二
八
米
）
東
に
、
高
檜
山
（
一
、
一
六
七
米
）
朔
々
子
森
（
一
、
○
 
 

一
〇
米
）
等
の
一
列
と
そ
の
南
に
一
段
低
く
並
ぶ
、
葉
師
岳
（
一
、
六
一
五
米
）
 
 

を
中
心
に
西
端
、
高
倉
山
（
五
囲
六
米
）
東
に
妙
渾
山
（
一
■
．
一
〇
三
米
）
の
一
 
 
 



列
と
が
東
西
ぷ
卒
行
し
て
並
ぶ
。
早
池
峯
列
の
北
に
は
西
か
ら
束
に
、
高
森
山
 
 

（
一
二
三
〇
米
）
青
松
真
山
（
一
、
三
六
．
六
米
）
害
贋
森
（
一
、
三
六
〇
米
）
 
 

亀
ケ
森
（
一
、
一
一
〇
米
、
の
定
高
位
の
山
々
が
並
ぷ
、
こ
の
山
岳
列
を
越
え
る
難
 
 

所
を
押
角
峠
へ
六
四
四
米
）
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
．
こ
の
一
列
を
押
角
列
と
僻
 
 

す
る
こ
と
に
す
る
（
現
在
は
宮
古
市
の
西
方
茂
市
よ
り
字
津
野
与
仇
で
汽
車
が
通
じ
 
 

長
さ
五
ハ
○
米
の
ト
ン
ネ
ル
が
出
凍
て
い
る
。
）
即
ち
、
薬
師
列
、
早
池
峯
列
、
押
 
 

角
列
の
三
列
か
北
上
高
原
の
中
央
部
高
原
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
早
池
峯
・
押
 
 

角
二
列
間
の
噺
藩
谷
を
東
流
し
て
い
る
の
が
、
閉
伊
川
で
長
さ
八
八
粁
、
流
域
面
 
 

積
九
四
五
方
粁
を
も
ち
宮
古
醤
に
注
ぐ
。
こ
の
河
は
盛
岡
市
域
に
境
す
る
匝
境
峠
 
 

（
七
二
一
米
）
に
覆
し
て
古
生
昔
の
美
し
い
懸
崖
を
縫
え
飛
捧
を
見
せ
て
い
る
の
 
 

で
盛
山
渓
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
山
田
線
叉
之
に
滑
ふ
。
こ
の
河
道
は
斯
菅
 
 

谷
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
境
と
し
て
北
と
南
と
の
地
形
を
異
に
㌻
る
。
北
部
は
押
角
 
 

列
の
北
に
累
森
山
を
中
心
と
す
る
黒
森
列
璧
四
よ
り
樺
山
（
一
三
一
一
三
米
）
犬
 
 

目
ケ
岳
（
一
、
一
六
八
）
黒
森
山
（
一
、
一
〇
七
米
）
野
連
山
（
九
一
六
米
）
越
と
 
 

そ
の
北
に
遠
島
岳
を
中
心
と
す
る
遠
島
列
圃
西
よ
り
遠
別
岳
（
二
 
二
四
一
米
）
 
 

安
家
岳
（
∴
二
三
六
米
）
遠
島
岳
（
一
、
二
六
三
米
）
高
森
（
七
〇
二
米
遠
と
の
 
 

三
列
が
東
西
に
挙
行
し
て
走
つ
て
い
る
。
こ
れ
等
の
三
列
ぉ
つ
な
ぐ
西
に
は
痛
か
 
 

ら
岩
神
山
（
一
、
一
〇
三
米
）
阿
部
館
山
（
∴
二
一
八
米
）
三
艶
子
岳
山
（
一
、
 
 

一
八
二
米
）
卒
庭
岳
（
一
、
○
し
L
ハ
○
米
）
の
山
々
が
連
ら
な
る
。
こ
れ
を
岩
紬
・
草
 
 

庵
列
と
解
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
岩
紳
・
卒
庭
列
と
殆
ん
ど
卒
行
し
て
南
北
に
走
 
 

り
北
上
川
に
肉
迫
筆
立
す
る
一
列
が
ぁ
る
。
こ
れ
が
姫
仲
山
（
∴
一
二
五
米
）
 
 

と
折
爪
岳
（
九
五
二
米
）
を
結
ぷ
姫
神
・
折
爪
列
で
あ
る
ご
」
の
南
北
に
走
る
T
一
列
 
 

岩
手
麻
に
於
け
る
地
的
胴
体
部
の
地
誌
畢
的
研
究
 
（
構
田
）
 
 

問
が
一
つ
の
高
原
性
を
も
つ
。
 
 
 

押
角
、
窯
森
南
列
間
を
創
下
し
た
峡
谷
が
小
本
川
で
、
繋
森
、
遠
島
南
列
間
を
 
 

流
れ
る
深
谷
が
安
家
川
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
い
づ
れ
も
東
流
し
て
太
宰
洋
に
注
 
 

ぐ
っ
山
地
は
い
づ
れ
も
急
崖
を
な
し
て
海
に
臨
む
。
即
ち
、
北
部
北
上
高
原
は
山
 
 

岳
重
重
し
高
原
面
が
應
く
、
い
づ
れ
も
狭
い
深
い
峡
谷
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
だ
 
 

か
ら
岩
手
チ
ベ
ッ
ト
と
稀
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
閉
伊
川
て
小
本
川
閥
の
山
地
押
 
 

角
列
は
南
チ
ベ
ッ
ト
。
小
本
川
。
安
豪
川
問
の
山
地
・
窯
森
。
遠
島
列
は
北
チ
ベ
 
 

ッ
ト
、
こ
の
三
列
の
西
部
努
結
ぷ
南
北
二
列
の
卒
行
列
か
西
チ
ベ
ッ
ト
と
蒋
す
る
 
 

▲
 
 

第
 
三
 
岡
 
 

こ
と
が
招
魂
る
。
い
．
づ
れ
も
チ
ベ
ッ
ト
的
性
姑
を
具
備
す
る
こ
の
地
域
を
、
小
地
 
 

理
匝
に
区
分
す
る
と
、
葛
巻
地
域
、
小
本
川
地
域
、
閉
伊
川
地
域
の
こ
ぢ
に
す
る
 
 

こ
と
が
摘
凍
る
。
 
 

一
四
五
 
 
 



岩
手
大
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畢
部
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第
二
春
 
 

草
池
峯
、
葉
師
二
列
の
南
は
北
部
と
は
全
く
そ
の
痙
を
異
に
し
て
い
る
。
即
ふ
 
 

東
端
妙
渾
山
を
基
点
と
し
て
南
に
尾
根
が
展
開
し
、
六
角
牛
（
一
、
二
九
四
米
）
、
 
 

五
菜
山
（
∴
三
四
一
米
）
に
連
り
、
更
に
酉
に
急
持
し
て
生
出
山
（
七
七
一
 
 

米
）
、
鷹
巣
山
（
七
九
三
米
）
、
室
根
山
（
八
五
九
米
）
に
つ
な
が
る
一
大
弧
を
な
 
 

し
て
い
る
。
こ
の
弧
状
山
地
が
主
軸
を
な
し
て
、
そ
の
内
側
に
推
さ
れ
て
い
る
の
 
 

か
遠
野
盆
地
で
あ
る
。
一
方
北
上
川
本
流
に
卒
行
し
て
南
北
に
走
る
も
の
は
、
葵
 
 

師
岳
列
の
西
端
高
倉
山
よ
り
前
部
に
飛
龍
山
（
五
九
九
米
）
、
笠
根
山
（
五
二
「
 
 

米
）
、
蓬
栄
山
（
七
八
八
）
束
帯
山
（
五
九
六
米
）
に
連
ぢ
る
南
北
山
地
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
を
北
上
西
放
列
と
よ
ぷ
、
ご
の
北
上
西
艇
列
は
折
爪
・
姫
紳
列
の
．
嬢
長
と
見
 
 

る
こ
と
も
出
座
る
ゥ
こ
の
南
北
に
走
る
山
地
は
相
常
廉
い
（
高
さ
は
五
召
米
か
ら
 
 

千
米
位
、
幅
は
約
≡
十
粁
あ
る
）
高
原
地
域
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
遠
野
盆
地
を
 
 

最
大
と
し
て
多
く
の
河
谷
小
盆
地
が
分
布
し
て
い
る
。
即
ち
、
北
上
高
原
は
主
峯
 
 

早
池
峯
列
を
境
と
し
て
北
は
高
原
、
繭
は
盆
地
と
い
ふ
著
し
い
地
的
個
性
を
も
 
 

つ
。
 
 

四
 
地
的
胴
体
儲
の
利
用
 
 
 

地
的
構
造
が
以
上
の
よ
う
で
脅
か
が
、
こ
れ
を
如
何
よ
う
に
利
用
し
つ
ゝ
あ
る
 
 

が
、
そ
し
て
そ
の
低
値
は
如
何
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
へ
る
。
ま
づ
前
 
 

提
條
件
と
し
て
、
利
用
を
す
る
の
は
人
間
で
ぁ
る
か
ら
人
口
に
勤
し
て
一
瞥
を
輿
 
 

へ
く
る
。
 
 
 

岩
手
願
の
総
人
口
数
は
百
三
十
四
万
六
千
九
百
十
三
人
（
昭
和
二
十
五
年
十
月
 
 

一
日
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
。
）
で
、
そ
の
密
度
は
一
卒
方
粁
に
勤
し
八
八
．
・
四
人
で
あ
 
 

即
ち
、
二
五
〇
人
以
上
か
讐
ハ
。
二
五
人
以
下
が
一
九
と
な
る
。
こ
れ
を
地
理
 
 

的
区
分
に
集
計
し
て
見
る
と
、
一
卒
方
粁
の
卒
均
密
度
は
次
の
与
っ
に
な
る
。
 
 

一
円
六
 
 
 

る
。
こ
の
卒
均
密
度
よ
り
少
な
い
併
は
、
岩
手
・
和
貫
・
上
閉
伊
・
下
閉
伊
・
九
 
 

戸
・
二
戸
の
六
郡
で
あ
る
。
又
岩
手
願
の
市
町
村
匡
劃
数
は
二
二
七
で
あ
る
か
、
 
 

い
ま
こ
ゝ
に
一
卒
方
粁
の
賓
度
卒
均
の
三
倍
以
上
の
痍
と
卒
均
の
三
分
の
一
以
下
 
 

の
肝
と
を
拾
っ
て
見
る
と
第
一
義
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

第
 
四
 
囲
 
 

レ
し
 
 

」
．
↓
 
 

東
 
 

西
 
 

南
 
 

北
上
川
低
 
地
 
 

上
 
高
 
原
 
 

部
 
海
 
岸
 
 

一
六
二
人
 
 
 

l
一
九
人
 
 

一
〇
三
人
 
 
 

三
八
人
 
 

一
三
一
人
 
 
 



七
l
一
人
 
 
 

北
 
部
 
地
 
域
 
 

第
四
囲
の
密
度
固
に
見
る
よ
う
に
二
百
五
十
人
以
上
の
市
町
村
四
六
ケ
併
あ
る
 
 

う
十
ヱ
二
〇
ケ
併
が
北
上
川
低
地
木
あ
り
二
一
十
五
人
以
下
の
町
村
一
九
ケ
併
あ
る
 
 

う
十
三
五
ケ
併
が
北
上
高
原
内
に
あ
る
。
こ
の
人
口
碑
度
か
ら
も
両
者
の
地
的
個
 
 

性
を
把
握
す
㌢
」
と
が
出
盛
る
。
 
 
 

次
に
利
用
し
つ
ゝ
あ
る
塊
状
を
見
る
と
琴
二
義
・
地
理
直
に
よ
る
土
地
利
用
百
 
 

分
比
に
明
ら
か
に
あ
ら
は
れ
て
い
る
。
 
 

第
 
五
 
固
 
 
 

中
央
低
地
は
線
面
積
の
二
一
・
一
％
を
占
あ
水
田
地
が
六
〇
。
二
％
畑
地
が
三
 
 

六
∵
二
ニ
％
で
あ
る
。
そ
し
て
全
耕
地
面
積
の
四
人
・
三
％
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
 
 

る
か
ら
水
田
卓
越
地
域
で
あ
る
。
観
点
を
か
へ
れ
ば
、
一
方
粁
の
密
度
二
六
二
人
 
 

と
い
ふ
人
口
開
発
地
域
で
あ
つ
て
全
人
口
の
≡
五
・
五
％
と
い
ふ
人
口
集
中
地
域
 
 

岩
手
願
に
放
け
る
地
的
胴
体
部
の
地
誌
学
的
研
究
 
（
横
田
）
 
 

で
も
あ
る
。
叉
行
政
区
域
を
見
る
と
殆
ん
ど
同
一
形
態
の
併
に
八
二
の
町
村
制
が
 
 

し
か
れ
て
あ
つ
て
、
一
町
村
の
卒
均
面
積
が
t
ニ
七
方
粁
と
い
ふ
僅
少
さ
で
あ
る
。
 
 

一
方
粁
二
九
人
と
い
ふ
稀
薄
づ
で
全
人
口
の
九
・
七
％
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
 
 

以
上
の
要
素
か
ら
多
く
の
改
善
さ
る
べ
き
事
項
が
螢
見
さ
れ
る
と
い
ふ
の
が
こ
の
 
 

地
域
の
一
つ
の
個
性
と
見
る
こ
と
が
出
凍
る
。
 
 
 

北
上
山
地
は
親
面
積
の
三
〇
・
一
％
を
占
め
水
田
地
が
五
・
八
％
」
畑
地
が
一
 
 

三
ユ
ニ
％
で
あ
る
。
こ
れ
が
全
耕
地
面
積
の
九
・
五
％
を
占
め
て
い
谷
だ
け
で
あ
 
 

る
か
ら
、
耕
地
の
稀
少
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
原
野
が
四
五
・
四
％
、
山
 
 

林
が
三
一
・
五
％
と
い
ふ
他
地
域
の
追
随
を
許
さ
な
い
個
性
が
あ
る
。
即
ち
、
山
 
 

林
・
原
野
は
全
林
野
面
積
の
三
八
・
五
％
を
請
め
る
こ
と
に
†
、
与
る
の
で
、
北
上
高
 
 

原
は
林
野
の
卓
越
地
域
と
い
ふ
こ
と
が
出
席
る
。
観
点
を
か
え
れ
ば
人
口
繁
盛
は
 
 
 

一
方
行
政
握
域
を
見
る
と
一
対
寧
均
一
五
五
万
粁
の
廣
さ
を
有
す
る
の
で
北
上
川
 
 
 

地
域
の
五
倍
に
覚
る
1
、
然
し
、
人
口
は
八
分
の
一
で
あ
る
。
こ
S
而
積
の
廣
大
性
 
 
 

と
人
口
の
稀
少
性
と
地
貌
の
山
岳
性
と
が
こ
の
地
域
の
個
性
で
ぁ
る
。
 
 
 

以
上
を
綜
合
し
て
見
る
と
中
央
低
地
は
多
く
の
労
働
力
を
擁
し
て
土
地
を
集
約
 
 

的
に
耕
土
化
し
、
耕
地
に
依
存
せ
る
生
活
形
患
を
成
立
せ
し
め
て
あ
る
の
に
、
北
 
 

上
高
原
は
地
貌
S
一
自
然
快
か
ら
耕
土
化
に
は
め
ぐ
ま
れ
す
山
林
・
原
野
の
庚
大
性
 
 
 

に
依
存
し
て
自
然
的
生
活
を
営
ん
で
い
る
と
い
ふ
こ
と
が
招
魂
る
。
そ
の
結
果
、
 
 

生
産
形
鯛
皿
に
於
い
て
、
前
者
は
米
作
卓
越
、
後
者
は
薪
炭
卓
越
と
な
る
。
こ
れ
等
 
 
 

の
生
産
形
態
を
支
配
し
て
い
る
第
一
の
要
素
は
自
然
性
で
ぁ
る
が
．
そ
の
規
範
内
 
 
 

に
於
け
る
経
営
は
地
域
経
湾
入
側
に
ん
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
利
用
の
鍵
一
竺
握
っ
 
 
 

て
い
る
の
は
、
つ
ね
に
人
的
構
成
と
活
動
に
ぁ
る
と
い
ふ
こ
と
か
出
凍
る
。
 
 

一
四
七
 
 
 



五
 
地
的
胴
体
部
の
性
格
 
 

本
願
に
於
け
る
地
的
胴
体
部
は
二
つ
の
全
く
違
っ
て
い
る
地
的
個
性
か
ら
構
成
 
 

さ
れ
て
い
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
凍
る
り
即
ち
、
一
は
北
上
川
と
い
ふ
流
水
性
で
あ
・
 
 

り
、
一
つ
は
北
上
高
原
と
い
ふ
山
岳
性
で
ぁ
る
。
こ
の
二
つ
の
明
確
な
鞄
的
個
性
 
 

差
か
一
体
と
な
つ
た
庭
に
岩
手
願
の
す
べ
て
が
か
け
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
 
 

出
凍
る
。
 
 
 

中
央
低
地
帯
は
往
昔
ユ
て
り
の
交
通
路
と
ト
ォ
り
、
各
種
の
利
用
計
劃
か
漸
次
進
め
 
 

ら
れ
て
住
民
安
住
の
地
と
な
つ
て
禿
た
の
で
あ
る
。
こ
の
土
地
の
構
成
は
気
候
の
 
 

●
 
田
に
密
接
な
閑
係
を
も
つ
た
根
跡
で
あ
ら
と
見
る
こ
と
が
出
凍
る
。
叉
屁
妻
の
開
 
 

壁
化
と
、
流
水
の
作
用
と
に
∵
よ
つ
て
構
造
谷
を
埋
積
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
 
 

土
地
え
の
栽
培
景
が
唯
一
の
利
用
形
憩
を
具
現
し
て
い
る
。
即
ち
、
第
二
固
に
見
 
 

る
よ
う
に
沖
積
稚
か
卓
越
し
て
い
る
。
こ
の
卓
越
地
を
開
拓
す
べ
く
北
上
川
を
さ
 
 

か
の
ぼ
っ
て
凍
㍗
人
々
の
定
着
が
今
頁
の
耕
土
を
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
 
 

こ
と
か
揖
尭
る
。
こ
ゝ
に
主
な
る
開
拓
の
先
覚
者
を
蓼
げ
て
見
る
と
次
の
よ
う
で
 
 

あ
る
。
天
平
の
晋
の
志
波
城
址
も
、
胆
渾
城
址
も
、
叉
藤
原
の
文
化
も
皆
開
拓
屯
 
 

拓
、
松
岡
典
寺
の
開
拓
、
千
貫
石
の
開
拓
、
詩
庵
の
開
拓
、
照
井
の
開
拓
等
が
い
 
 

づ
れ
も
北
上
川
右
岸
に
な
ら
ん
で
経
営
さ
れ
て
あ
る
こ
と
は
史
蜜
に
明
ら
か
で
ぁ
 
 

る
。
現
在
に
於
い
て
は
耕
地
可
能
の
林
野
面
積
が
一
三
％
も
残
さ
れ
て
あ
る
の
で
 
 

開
拓
の
メ
ス
か
澤
わ
れ
て
い
る
。
開
拓
に
は
二
つ
の
内
容
を
孝
へ
る
こ
と
が
出
座
 
 

る
。
一
つ
は
現
在
耕
土
化
さ
れ
て
あ
る
も
の
を
保
護
し
、
之
を
維
持
し
っ
～
檜
産
 
 

せ
ん
と
す
る
消
極
的
面
と
．
荒
替
地
を
切
り
開
い
て
耕
地
の
旗
張
を
は
か
ら
ん
と
 
 

岩
手
大
挙
撃
数
学
部
研
究
年
報
 
第
二
督
 
 

を
建
設
し
、
そ
の
水
患
冨
二
〇
つ
％
利
用
す
る
と
い
ふ
第
二
．
の
方
法
が
採
用
さ
れ
 
 

っ
～
あ
る
。
こ
れ
が
第
六
固
に
示
す
五
大
ダ
ム
と
水
系
固
で
あ
る
。
北
上
川
本
流
 
 
 

ー
四
八
 
 
 

す
る
后
極
的
画
と
の
二
つ
で
あ
る
。
即
ち
、
北
上
川
の
氾
濫
に
よ
つ
て
年
々
失
ぢ
 
 

わ
れ
る
耕
土
人
畜
の
糞
失
を
防
ぐ
北
上
川
汐
修
事
業
の
完
成
で
あ
る
っ
こ
の
事
業
 
 

は
国
家
的
事
業
と
し
て
進
行
中
に
あ
る
が
、
そ
の
根
本
的
解
決
は
次
の
三
つ
の
方
 
 

法
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
。
第
一
は
北
上
地
峡
部
の
開
整
と
流
踏
襲
衷
、
第
二
は
 
 

降
水
量
を
計
算
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
於
い
て
流
水
量
を
調
節
す
る
。
夢
二
に
 
 

北
上
縦
谷
官
米
以
下
等
を
湖
水
化
し
て
高
原
乾
燥
地
文
化
を
建
設
す
る
等
で
あ
 
 

る
。
自
然
よ
り
輿
へ
ら
れ
た
豊
富
な
水
量
を
そ
の
ま
ゝ
失
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
、
規
 
 

紆
臍
人
に
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
（
】
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の
テ
ネ
ッ
シ
ー
谷
の
 
 

植
威
（
T
・
Ⅴ
・
A
）
に
は
及
ば
パ
住
い
が
こ
の
構
想
に
準
じ
て
、
各
支
流
に
ダ
ム
 
 

第
 
大
 
国
 
 



泣
民
ダ
ム
・
雫
石
川
御
厨
ダ
ム
・
和
賀
川
湯
由
ダ
ム
。
胆
浮
川
若
柳
ダ
ム
・
猿
ケ
 
 

石
川
宮
守
ダ
ム
が
そ
れ
で
あ
る
b
こ
の
外
に
丹
藤
川
外
山
ダ
ム
、
瀧
名
川
山
王
海
 
 

ダ
ム
・
撃
浮
川
望
渾
ダ
ム
・
宿
内
川
千
貫
石
ダ
ム
・
磐
井
川
厳
美
ダ
ム
等
が
建
設
 
 

の
封
象
と
な
つ
て
い
る
。
或
は
衣
川
遊
水
池
の
設
計
等
に
よ
つ
て
北
上
川
地
峡
部
 
 

の
毎
秒
流
沓
室
瓦
、
五
七
〇
耳
方
米
を
維
持
す
る
調
節
が
可
能
と
計
算
さ
れ
て
い
 
 

る
。
即
ち
ア
小
オ
ン
台
風
の
七
、
七
〇
〇
砂
立
方
米
、
カ
ザ
リ
エ
ロ
風
の
九
、
二
 
 

〇
〇
秒
立
方
乗
の
濁
水
が
押
し
寄
せ
て
多
く
の
被
害
を
輿
え
た
り
で
あ
る
が
、
前
 
 

記
の
計
高
が
暫
硯
す
れ
ば
猛
列
な
降
雨
が
あ
つ
て
も
最
少
限
度
の
被
害
で
岩
手
の
 
 

耕
土
は
護
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
宮
城
願
に
於
け
る
清
水
事
業
は
何
等
の
 
 

壁
亙
を
必
要
と
し
な
い
。
ひ
る
が
え
つ
て
、
こ
れ
ら
支
流
に
貯
え
ら
れ
た
水
音
は
 
 

水
力
と
し
て
利
用
し
加
工
生
産
に
、
濯
漑
用
水
に
、
観
光
休
養
に
、
そ
し
て
叉
国
 
 

土
糞
化
に
、
岩
手
を
ス
イ
ス
化
す
 

も
岩
手
の
文
化
オ
ア
シ
ス
で
あ
つ
た
が
、
贈
凍
に
於
い
て
も
岩
手
の
文
化
の
主
体
 
 

性
を
掌
握
し
日
本
文
化
の
先
達
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
盛
る
。
し
か
し
、
最
早
 
 

や
北
上
の
耕
地
は
疲
れ
て
い
る
。
今
に
於
い
て
休
養
と
禰
力
を
輿
え
利
用
形
態
を
 
 

改
変
し
て
、
過
去
の
停
習
よ
う
船
脚
す
る
の
一
大
革
新
を
施
行
せ
ざ
る
限
り
、
新
 
 

ら
し
い
日
本
文
化
の
創
造
に
貢
献
す
る
こ
と
は
出
兼
な
い
。
今
日
こ
そ
改
髪
の
好
 
 

機
に
到
達
し
て
い
る
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

北
上
高
原
は
昆
紡
錘
形
悪
堅
ボ
し
て
播
属
し
、
束
方
洋
上
ょ
り
吹
き
く
る
暖
海
 
 

風
と
、
西
方
よ
り
の
寒
温
風
と
を
高
原
の
東
西
南
端
に
於
い
て
吸
収
し
て
い
る
の
 
 

で
、
内
部
は
割
合
乾
性
で
あ
り
、
冷
涼
地
域
を
嘉
し
て
い
る
。
叉
高
原
北
部
の
河
 
 

川
は
東
流
し
、
南
部
は
酉
流
す
る
河
川
が
卓
越
す
る
。
こ
の
蜜
悪
は
ブ
ロ
ッ
ク
遅
 
 

岩
手
願
に
於
け
る
地
的
胴
体
部
の
地
誌
嬰
的
研
究
 
（
横
由
）
 
 

動
の
差
異
性
与
り
解
詮
す
る
こ
と
が
出
凍
る
。
北
上
高
原
は
秩
交
苗
生
産
で
あ
る
 
 

か
ら
久
し
い
問
の
別
磨
試
鎌
を
受
け
た
準
卒
原
而
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
は
石
灰
岩
が
 
 

全
面
的
に
、
し
か
も
無
蓋
庶
に
分
布
す
る
ぐ
叉
、
楼
閣
愛
質
し
た
銑
鉄
は
大
橋
錬
 
 

某
所
に
或
は
円
老
鍍
業
屏
に
よ
つ
て
閑
覆
さ
れ
る
。
或
は
折
爪
、
姫
細
山
列
や
北
 
 

上
西
鹿
山
列
に
は
金
銀
が
埋
戴
す
る
。
モ
リ
ブ
デ
ン
も
マ
ン
ガ
ン
も
、
〈
璧
灰
や
耐
 
 

火
粘
土
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
放
じ
て
地
下
の
潜
在
資
把
が
豊
富
で
あ
る
。
加
ふ
 
 

る
に
起
伏
の
多
い
表
面
に
は
千
古
斧
錫
の
入
ら
ぬ
原
始
林
が
叢
生
す
る
。
今
日
利
 
 

用
さ
れ
て
あ
る
の
は
運
輸
可
能
地
附
近
に
す
ぎ
な
い
。
山
林
に
つ
い
で
の
個
性
は
 
 

磨
い
葦
原
で
あ
る
。
深
い
給
谷
を
の
ぼ
れ
は
割
合
磨
い
高
原
固
か
あ
る
。
よ
く
も
 
 

「
机
」
と
い
ふ
地
名
を
附
し
た
も
の
と
敬
服
も
す
る
。
こ
ゝ
に
は
机
部
落
が
あ
 
 

る
。
こ
の
豊
富
な
用
材
と
薪
炭
、
草
原
地
へ
の
酪
農
経
営
が
こ
の
地
域
の
位
牌
で
 
 

あ
る
。
だ
か
ら
北
上
高
原
は
豊
富
ぢ
潜
在
受
渡
と
合
理
的
に
利
用
し
う
る
山
林
、
 
 

原
野
に
つ
ゝ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
ゝ
る
観
点
に
立
て
ば
北
上
高
 
 

原
は
不
毛
障
害
の
無
償
植
な
客
間
で
は
な
く
、
料
率
の
メ
ス
を
ま
つ
有
望
の
牽
強
 
 

地
域
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
高
原
が
漸
く
陸
化
し
た
の
は
十
六
億
余
 
 

年
以
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
漸
く
そ
の
低
値
を
認
め
ら
れ
て
凍
土
の
は
二
十
世
紀
 
 

の
中
頃
で
あ
る
。
だ
か
ら
二
十
世
紀
の
後
年
が
開
蓼
の
黎
明
期
で
あ
る
。
そ
の
焉
 
 

に
は
日
本
全
体
の
在
り
方
を
吟
味
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ぺ
即
ち
、
卒
和
遼
東
の
確
立
、
 
 

潜
在
嚢
淑
の
開
牽
、
動
力
淑
の
充
蔑
，
停
統
と
隕
習
の
排
拭
、
衣
食
住
形
態
の
根
 
 

本
的
改
革
等
、
要
は
日
本
人
全
体
の
科
畢
水
準
の
向
上
と
国
民
の
二
致
協
力
等
が
 
 

根
本
で
あ
る
。
か
～
る
思
想
に
歯
民
の
一
致
が
あ
れ
ば
、
北
上
高
原
の
低
値
は
よ
 
 

り
多
′
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
必
然
で
あ
る
。
結
局
北
上
高
原
は
提
供
し
得
る
多
く
の
 
 

二
凹
九
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文
化
財
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
利
用
し
得
る
ま
で
に
施
発
が
苦
行
 
 

に
移
さ
れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
出
凍
る
。
だ
か
ら
成
因
的
に
粛
古
い
が
利
用
的
に
 
 

は
ま
だ
若
い
と
い
ふ
こ
と
が
出
座
る
。
こ
の
若
き
高
原
は
地
域
人
の
積
極
性
と
、
 
 

交
通
機
関
の
先
行
性
と
、
産
業
開
覆
の
樹
立
性
等
が
壮
年
性
に
導
く
唯
一
の
因
子
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

以
上
を
綜
合
し
て
見
る
と
次
の
よ
ト
に
な
る
。
中
央
低
地
は
、
岩
手
の
文
化
を
 
 

培
養
し
、
耕
手
芸
口
理
的
に
永
年
経
督
し
て
凍
た
の
で
あ
る
。
だ
か
 

労
の
極
限
に
達
し
っ
～
あ
る
。
こ
ゝ
に
於
い
て
一
大
韓
襖
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
時
 
 

機
に
到
廃
し
て
い
る
。
之
に
反
し
て
北
上
高
原
は
漸
く
潜
在
資
源
開
発
の
曙
光
を
 
 

ぅ
け
漸
く
虞
償
が
誕
生
し
た
に
過
き
な
い
。
そ
こ
で
最
も
新
ら
し
い
国
際
的
科
拳
 
 

性
を
吸
躾
せ
ん
と
す
る
状
悪
に
み
る
．
摸
言
す
れ
ば
、
今
日
ま
で
の
低
値
豪
揮
は
 
 

中
央
低
地
帯
で
ふ
∵
り
、
今
後
の
活
躍
は
一
に
北
上
山
地
に
在
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
 
 

凍
る
。
即
ら
、
地
的
胴
体
部
ほ
岩
手
願
の
主
導
性
を
握
っ
て
い
る
性
格
を
も
つ
も
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

大
 
地
的
胴
体
の
地
理
的
区
分
 
 
 

H
 
中
・
央
低
地
 
 
 

こ
の
地
域
は
南
部
・
中
部
・
北
部
の
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
出
凍
る
。
 
 
 

1
、
南
部
地
域
 
 
 

南
部
地
域
と
は
、
本
願
南
端
の
虞
柴
丘
陵
と
和
賀
川
に
泊
ふ
て
南
岸
を
東
西
に
 
 

走
る
鬼
柳
丘
陵
問
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
胆
渾
文
化
・
卒
泉
文
化
●
或
 
 

は
仙
台
文
化
の
流
れ
を
も
ち
∴
村
政
的
に
は
水
澤
願
、
磐
井
願
な
ど
の
壁
化
を
崖
 
 

一
五
〇
 
 
 

て
胆
渾
・
江
刺
・
西
磐
井
等
の
地
方
事
務
所
と
一
関
市
の
管
轄
す
る
大
部
分
で
あ
 
 

る
。
地
形
的
に
は
、
仙
琴
一
国
に
志
す
よ
う
に
西
部
山
地
よ
り
派
生
せ
る
（
A
）
鬼
柳
 
 

丘
陵
、
（
B
）
六
原
丘
陵
、
（
C
）
永
岡
丘
陵
、
（
D
）
衣
川
丘
陵
、
（
E
）
卒
泉
丘
陵
、
（
F
）
 

虞
柴
丘
陵
の
六
つ
が
殆
ん
と
平
行
し
て
東
西
性
を
と
り
、
東
部
は
ぃ
サ
れ
も
噺
崖
 
 

一
宮
な
し
て
北
上
川
に
臨
む
。
そ
の
丘
陵
悶
に
は
、
泣
川
、
宿
内
川
、
胆
浮
川
、
衣
 
 

川
、
磐
井
川
の
五
つ
が
あ
る
。
こ
の
河
水
は
い
づ
れ
も
み
ご
と
な
扇
状
地
を
つ
く
 
 

っ
て
い
る
。
胆
渾
扇
状
地
の
如
き
は
典
型
的
形
悪
を
も
つ
、
一
関
・
前
澤
・
水
 
 

澤
・
金
ヶ
崎
・
相
去
等
の
都
市
的
衆
落
は
い
づ
れ
も
扇
央
に
あ
り
、
東
北
本
線
が
 
 

こ
れ
を
結
ん
で
い
る
。
北
上
酉
蕊
山
列
を
横
断
し
て
流
れ
出
る
慶
に
立
地
し
た
城
 
 

下
町
が
岩
谷
望
で
ぁ
る
。
即
ち
、
こ
の
地
域
は
扇
状
地
卓
越
地
域
で
ぁ
り
、
歴
史
 
 

的
に
は
仙
台
藩
に
毎
し
て
あ
つ
た
虞
で
あ
る
。
 
 
 

β
、
 中
部
地
域
 
 
 

中
部
地
域
と
は
鬼
砂
丘
陵
を
南
端
と
し
盛
岡
市
を
北
端
と
す
る
範
囲
で
あ
つ
て
 
 

西
部
の
断
崖
崖
下
が
主
体
性
を
も
つ
、
こ
の
間
に
は
、
雫
石
川
、
瀧
名
川
、
葛
丸
 
 

川
、
瀬
川
、
璧
浮
川
、
和
賀
川
が
西
よ
り
流
れ
凍
て
哩
谷
沖
番
地
を
つ
く
つ
て
い
 
 

る
。
こ
れ
は
南
部
地
域
の
丘
陵
景
観
と
は
異
な
ち
均
一
性
を
も
つ
、
こ
の
地
域
の
 
 

南
端
と
北
端
の
距
鮭
は
約
五
五
粁
で
、
高
度
差
は
約
召
米
．
谷
幅
ほ
廉
い
と
こ
ろ
で
 
 

二
十
粁
、
狭
い
と
こ
ろ
で
十
粁
ぁ
る
と
い
ふ
縦
谷
卒
坦
地
で
あ
る
っ
断
窟
崖
下
に
は
 
 

應
ル
ト
ペ
ン
チ
が
並
び
山
麓
に
は
原
野
が
連
な
る
。
各
河
水
は
、
用
水
池
、
涯
漑
 
 

用
水
路
の
完
成
等
に
よ
つ
て
水
田
が
卓
越
し
て
い
る
の
で
南
部
地
域
の
扇
端
水
田
 
 

地
域
と
共
に
岩
手
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
。
北
上
川
か
航
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
 
 

あ
つ
た
頃
に
は
河
港
と
し
て
立
地
し
た
、
黒
澤
尻
・
花
巻
・
石
鳥
谷
・
日
詰
等
は
 
 
 



現
在
に
於
い
て
も
地
方
的
中
心
集
落
で
あ
る
。
こ
れ
を
東
北
本
線
が
結
ぷ
。
中
部
 
 

地
域
は
藩
政
時
代
に
は
南
部
氏
に
廃
し
で
ぁ
つ
た
の
で
家
屋
形
態
も
南
部
曲
屋
の
 
 

特
柏
里
ホ
し
て
い
る
し
、
こ
の
空
荷
は
南
部
氏
の
穀
倉
地
域
で
も
あ
首
の
で
 
 

あ
る
。
（
曲
屋
の
分
布
固
は
本
誌
第
一
巻
九
十
一
貢
に
あ
る
）
 
 
 

3
、
北
部
地
域
 
 
 

北
部
地
域
と
は
盛
岡
市
の
北
．
瀧
澤
峡
谷
よ
り
七
時
雨
火
山
横
列
ま
で
の
問
で
 
 

あ
る
。
西
部
は
迭
仙
断
崖
崖
と
鬼
越
断
崖
崖
と
に
よ
つ
て
へ
だ
て
ら
れ
た
地
域
で
 
 

あ
る
が
、
大
部
分
は
岩
手
火
山
の
噴
出
物
に
よ
つ
て
覆
わ
れ
て
緩
傾
斜
を
な
す
裾
 
 

野
草
原
地
帯
で
あ
り
、
東
部
は
二
十
度
の
傾
斜
を
も
つ
モ
ナ
ー
ド
ノ
ッ
ク
姫
紳
山
 
 

列
で
あ
る
。
名
構
姫
紳
に
ふ
さ
わ
し
く
山
麓
は
白
樺
と
鈴
蘭
に
つ
～
ま
れ
る
女
性
 
 

的
な
自
然
で
あ
り
、
之
に
配
す
る
に
毅
然
と
た
つ
コ
ニ
ー
デ
岩
手
山
は
長
い
裾
野
 
 

を
引
き
草
原
に
南
部
駒
が
噺
く
男
性
的
な
景
観
は
好
封
象
で
あ
る
。
こ
の
詩
情
を
 
 

そ
、
る
自
然
を
ふ
る
さ
と
と
し
た
の
が
詩
人
石
川
啄
木
で
あ
る
。
こ
の
他
一
帯
は
 
 

畑
地
が
草
地
し
岩
手
甘
藍
が
沼
宮
内
を
中
心
に
移
出
さ
れ
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
ぅ
に
中
央
低
地
は
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
が
全
竣
と
し
て
は
全
人
口
の
 
 

讐
ハ
％
約
六
十
万
の
住
民
が
、
耕
地
五
〇
％
を
経
営
し
、
旬
九
万
余
町
歩
の
原
野
 
 

が
残
さ
れ
て
あ
る
。
こ
れ
が
現
在
開
拓
揖
封
象
と
な
つ
て
い
る
。
最
早
や
こ
の
地
 
 

域
は
「
し
の
ま
ゝ
で
は
供
給
地
域
或
は
背
後
地
域
と
は
な
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
現
 
 

在
日
本
が
国
際
的
に
展
開
せ
ん
と
全
面
的
国
土
閃
覆
の
構
想
に
動
き
つ
ゝ
あ
る
と
 
 

き
に
於
い
て
、
こ
の
中
央
低
地
が
日
本
的
東
野
の
上
に
た
つ
て
利
用
さ
れ
ね
ば
な
 
 

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 

⇔
 
北
上
高
原
 
 

岩
手
麻
に
敷
け
る
地
的
胴
体
部
の
地
誌
嬰
的
研
究
 
（
横
由
）
 
 
 

こ
の
鱒
域
は
、
遠
野
盆
地
地
域
、
開
伊
川
地
域
、
小
本
川
地
域
、
葛
巻
地
域
の
 
 

四
つ
に
区
分
す
る
こ
と
か
出
凍
る
。
 
 
 

1
、
遠
野
盆
地
地
域
 
 

一
大
鉱
を
な
す
北
上
高
原
の
主
脈
に
い
だ
か
れ
て
あ
る
の
が
遠
野
盆
地
で
あ
 
 

る
。
中
央
低
地
と
の
聞
に
は
北
上
西
麓
山
列
の
南
北
に
走
る
約
l
ニ
十
粁
に
も
及
ぷ
 
 

幅
の
廉
い
高
原
面
が
あ
る
。
こ
の
盆
地
は
地
形
的
に
二
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。
即
ち
 
 

中
心
部
は
遠
野
町
を
中
心
と
し
て
、
綾
織
、
松
崎
、
土
淵
、
青
笹
の
四
ケ
村
約
二
 
 

七
〇
方
粁
で
二
万
三
千
余
の
入
口
が
居
る
。
そ
の
外
廓
と
し
て
宮
守
、
小
友
、
鱒
 
 

渾
、
達
曾
部
、
附
馬
牛
∵
上
郷
の
六
ケ
村
と
早
池
琴
南
麓
の
内
川
目
・
外
川
目
の
 
 

ニ
ケ
柑
も
ー
磨
こ
の
線
速
漸
移
地
域
と
し
て
、
こ
の
範
囲
の
中
に
含
め
る
と
約
 
 

「
0
0
0
方
粁
で
一
方
粁
約
五
〇
人
の
密
度
と
な
る
。
 
 
 

花
巻
置
を
始
覆
す
る
宮
古
行
列
申
は
、
北
上
西
盆
山
列
に
慶
す
る
矢
澤
の
丘
陵
 
 

を
越
え
れ
ば
高
原
盆
地
土
澤
酢
（
安
俵
盆
地
）
に
つ
く
、
こ
ゝ
よ
り
猿
ケ
石
川
に
 
 

滑
ふ
て
、
岩
根
橋
、
田
瀕
、
河
内
の
峡
谷
を
す
ぎ
れ
ば
遠
野
盆
埠
で
あ
る
。
こ
の
 
 

盆
地
は
小
鳥
頗
川
（
山
田
線
川
井
部
落
に
通
す
る
小
鰭
街
道
が
準
っ
て
い
る
河
 
 

川
）
河
内
川
（
鵜
住
居
に
通
す
か
難
所
笛
吹
峠
）
八
六
二
米
を
越
え
る
釜
石
行
バ
 
 

ス
道
路
か
潤
う
て
い
る
河
川
）
猫
川
（
大
橋
鋸
業
併
元
山
に
出
る
道
路
が
沿
う
て
．
 
 

い
る
河
川
）
早
瀬
川
（
釜
石
市
に
通
す
る
難
所
仙
人
峠
八
八
七
米
を
越
え
る
願
遺
 
 

ヒ
ト
カ
ベ
 
 

と
釜
石
線
か
撃
っ
て
い
る
河
川
）
小
友
川
（
江
刺
郡
人
首
を
へ
て
世
田
米
、
高
 
 

H
、
岩
谷
堂
、
水
澤
に
通
す
る
道
路
が
潤
う
て
い
る
河
川
）
等
を
培
養
す
る
猿
ケ
 
 

石
川
の
堆
積
盆
地
で
あ
る
。
こ
の
盆
地
の
中
央
部
に
南
方
上
T
り
突
出
し
た
物
見
山
 
 

（
九
一
七
、
一
米
の
北
麓
鍋
倉
山
（
三
園
三
、
九
米
）
麓
に
城
廓
を
築
い
た
の
が
 
 

一
五
■
一
 
 
 



岩
手
大
挙
畢
義
孝
部
研
究
年
報
 
第
二
巻
 
 
 

阿
曾
沼
（
浅
沼
氏
王
も
つ
く
る
）
で
あ
る
。
其
の
後
鮮
渾
氏
・
南
部
氏
の
城
下
町
 
 

と
し
て
中
心
的
消
費
地
を
成
立
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
後
釜
石
、
高
田
、
 
 

盛
等
の
沿
海
地
域
と
盛
岡
∵
鱒
碁
、
水
澤
、
岩
谷
堂
等
の
中
央
低
地
藤
と
平
地
峯
 
 

山
東
、
閉
伊
川
地
域
と
の
交
通
上
の
要
所
を
占
め
る
位
置
に
常
る
の
で
宿
場
町
と
 
 

ひ
ヾ
し
い
ち
 
 

し
て
繁
盛
を
極
め
一
日
市
町
（
市
日
の
中
心
通
り
ゝ
）
の
如
き
は
そ
の
名
残
り
で
あ
 
 

る
。
昭
和
二
十
五
年
十
月
十
日
釜
ポ
、
花
巻
を
結
ぶ
鉄
路
が
完
成
す
る
や
宿
場
町
 
 

に
は
終
ユ
L
符
蟹
う
ち
立
地
の
主
体
性
は
原
料
素
材
の
中
継
商
業
よ
卜
重
工
業
●
軽
 
 

工
業
の
生
産
加
工
業
に
特
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
苦
情
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
摸
言
す
 
 

れ
ば
遠
野
盆
地
の
中
心
集
落
遠
野
町
は
、
城
下
町
と
し
て
誕
生
し
、
交
易
宿
場
の
 
 

消
費
地
と
し
て
成
長
し
、
生
産
加
工
の
産
業
都
市
と
し
て
永
遠
性
を
も
つ
（
予
 
 

察
）
と
い
ふ
三
韓
の
過
程
を
経
た
こ
と
を
把
握
す
る
も
で
あ
る
。
 
 
 

雲
．
開
伊
川
地
域
 
 
 

間
伊
川
地
域
と
い
ふ
の
は
、
閉
伊
川
断
岸
谷
に
滑
ふ
門
馬
・
川
井
・
小
国
●
茂
 
 

市
・
刈
員
の
瓦
ケ
柑
地
域
と
、
そ
れ
に
接
繚
す
る
類
似
地
域
の
桑
川
、
金
澤
い
二
 
 

ヶ
村
を
含
め
た
約
一
、
0
0
0
方
粁
、
一
方
粁
の
人
口
密
度
は
二
八
人
で
あ
る
。
 
 

こ
の
地
域
は
「
五
〇
〇
町
歩
の
山
株
と
三
、
六
〇
〇
町
歩
の
原
野
が
個
性
的
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

聞
伊
川
に
滑
ふ
て
盛
岡
、
宮
古
問
の
願
遥
か
あ
り
山
H
線
が
走
る
。
開
伊
川
の
 
 

景
色
か
ら
盛
山
渓
（
盛
岡
山
田
問
の
意
）
と
い
つ
た
が
、
カ
グ
リ
ン
台
．
風
の
暴
威
 
 

に
よ
つ
て
卒
津
戸
、
茂
市
問
は
不
通
と
な
つ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
間
は
私
設
の
自
動
車
曾
覿
に
よ
つ
て
バ
ス
の
連
絡
が
つ
け
ら
れ
て
居
る
が
 
 

花
巻
、
釜
石
、
宮
古
の
コ
ー
ス
を
と
る
人
が
多
い
、
こ
の
地
問
豪
の
た
め
に
は
山
 
 

一
五
二
 
 
 

田
親
授
活
を
近
い
鷹
凍
に
必
ず
苦
現
さ
せ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

3
、
 
小
本
用
地
域
 
 
 

小
本
川
地
域
と
い
ふ
の
は
、
小
本
川
の
深
い
谷
を
中
央
に
し
て
い
る
、
小
用
 
 

柑
∵
大
川
柑
、
岩
泉
町
、
有
峯
村
、
小
太
・
村
の
五
ケ
柑
と
こ
れ
に
接
躊
す
る
、
安
 
 

家
相
、
普
代
柑
、
田
野
畑
村
、
田
老
町
の
四
町
村
と
西
部
を
劃
す
る
川
口
柑
、
 
 

薮
川
村
の
大
部
分
吏
含
め
た
一
、
三
l
0
0
余
方
粁
で
一
方
粁
の
入
口
密
度
二
一
人
 
 

の
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
自
然
景
・
文
化
景
は
殆
ん
と
閉
仲
川
地
域
に
類
似
 
 

す
る
っ
こ
の
地
域
は
山
林
の
二
万
町
歩
．
原
野
の
七
千
町
歩
が
卓
越
し
豊
富
な
地
下
 
 

資
源
を
看
す
る
が
、
水
田
が
極
少
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
性
格
づ
け
て
い
る
。
 
 

叉
、
山
岳
重
塵
の
高
原
性
・
人
口
の
稀
薄
性
、
潜
在
資
源
の
豊
富
性
、
運
輸
機
魔
 
 

の
不
足
性
、
隔
兼
性
と
鉱
立
性
、
産
業
形
懇
の
特
殊
性
な
ど
の
事
吾
が
個
性
的
で
 
 

あ
る
。
だ
か
ら
岩
手
チ
ベ
ツ
ー
と
呼
ば
れ
る
。
 
 
 

小
本
川
々
中
心
と
し
て
南
部
を
、
南
チ
ベ
ツ
：
卜
、
北
部
を
、
北
チ
ベ
ッ
ト
、
西
 
 

部
を
酉
チ
ベ
ッ
ト
と
憧
分
す
る
こ
と
も
出
凍
る
。
こ
の
地
域
へ
の
開
巻
の
メ
ス
 
 

は
、
茂
市
よ
り
押
角
峠
を
越
え
て
小
本
川
流
域
に
顔
を
出
し
主
小
本
線
、
そ
れ
劇
 
 

外
は
次
の
バ
ス
の
遅
行
綱
で
あ
る
、
岩
泉
小
本
間
、
小
本
宮
古
問
、
岩
泉
、
葛
巻
 
 

問
、
北
チ
ベ
ッ
ト
え
の
周
螢
は
久
慈
線
の
南
進
、
小
本
線
‡
淫
‥
野
防
よ
り
の
北
進
 
 

と
か
動
脆
と
な
る
。
原
野
七
千
余
町
歩
の
経
費
は
本
願
酪
農
政
策
の
封
象
と
な
り
 
 

つ
～
あ
る
。
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
、
森
永
、
守
口
・
明
治
等
の
資
本
家
の
よ
り
よ
 
 

い
充
蜜
と
澄
展
と
に
寄
興
し
、
協
力
し
て
開
覆
の
充
茸
を
困
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

4
、
葛
巻
地
域
 
 
 

葛
巻
と
い
ふ
の
は
、
葛
巻
町
、
江
刈
村
と
北
チ
ベ
ッ
ト
地
域
に
接
緯
す
る
山
 
 
 



棍
、
山
形
ニ
ケ
柑
を
含
ゆ
た
四
、
0
0
0
方
粁
の
廣
さ
と
そ
の
中
に
住
む
一
方
粁
 
 

の
人
口
璃
度
三
〇
人
の
地
域
で
あ
る
。
こ
の
粗
は
凶
行
政
匝
と
も
経
営
形
澄
を
具
 
 

に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
山
岳
の
重
畳
性
、
峡
谷
性
、
高
原
性
の
類
似
的
自
然
僅
 
 

に
謝
す
る
、
地
域
人
の
経
密
差
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

馬
淵
川
上
流
の
葛
巻
、
江
刈
南
村
は
守
口
解
曲
読
経
螢
に
現
金
牧
人
を
礫
存
し
薪
 
 

炭
が
主
体
性
を
な
す
。
 
 
 

久
慈
川
上
流
の
山
形
柑
は
多
く
の
峡
谷
に
わ
か
れ
川
井
、
凍
内
、
荷
軽
部
、
日
 
 

野
渾
、
戸
呂
町
、
小
国
、
繋
、
霜
畑
な
ど
い
づ
れ
も
仙
境
と
も
い
ふ
べ
き
併
で
、
 
 

山
林
、
原
野
に
つ
～
ま
れ
粋
が
卓
越
す
る
。
 
 
 

長
内
川
の
濯
域
が
山
根
柑
で
本
願
 

が
山
根
村
を
性
格
づ
け
る
。
上
戸
鎖
、
細
野
，
大
東
内
、
端
紳
、
深
田
等
は
山
峡
 
 

の
部
落
で
稗
を
常
食
と
す
る
山
の
地
で
あ
る
。
 
 
 

葛
巻
地
域
ほ
北
上
高
原
の
本
幹
を
な
す
S
字
形
主
脈
の
北
放
と
、
北
部
支
服
種
 
 

市
山
列
と
の
問
に
位
置
せ
る
も
の
で
、
四
、
0
0
0
方
粁
の
廃
さ
を
有
す
る
が
、
 
 

耕
地
極
め
て
少
な
く
そ
の
五
倍
が
山
林
、
三
倍
か
原
野
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
域
 
 

も
山
林
原
野
卓
越
地
域
と
い
う
こ
と
が
出
盛
る
。
従
っ
て
生
産
形
腰
も
自
ら
こ
れ
 
 

に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
る
。
即
ち
、
耕
地
に
八
倍
す
る
林
野
面
積
に
よ
つ
て
運
命
づ
 
 

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
の
資
濾
用
凝
の
焉
に
省
螢
バ
ス
が
葛
巻
、
久
慈
問
、
久
 
 

慈
、
普
代
聞
か
遅
行
し
て
い
る
が
山
根
柑
だ
け
は
そ
の
沿
線
か
ら
は
遠
い
。
た
ヾ
 
 

ト
ラ
ッ
ク
が
ぁ
の
み
で
あ
る
。
 
 
 

こ
ゝ
に
北
上
高
原
地
域
を
ま
と
め
て
見
る
と
遠
野
盆
地
は
水
田
米
作
が
卓
越
 
 

し
、
閉
伊
、
小
本
、
葛
挙
二
地
域
は
山
林
原
野
が
卓
越
し
斡
在
の
地
下
資
濾
が
豊
 
 

岩
手
腺
に
於
け
る
地
的
胴
体
部
の
地
誌
畢
的
研
究
 
（
横
田
）
 
 

富
で
あ
る
。
南
部
は
米
食
し
北
部
は
稗
食
塩
還
と
す
る
。
南
部
は
盆
埠
的
、
小
 
 

企
業
的
t
交
易
的
生
産
形
態
で
あ
る
に
封
し
、
北
部
は
昔
な
が
ら
の
自
給
経
費
で
 
 

あ
る
。
近
時
漸
く
、
国
家
的
、
拳
願
的
に
綜
合
開
凄
か
着
手
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
。
即
 
 

す
ク
ー
最
も
新
ら
し
い
構
想
の
も
と
に
、
大
槻
模
に
生
産
加
工
業
が
立
地
せ
ら
れ
つ
 
 

つ
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
地
の
面
目
に
一
大
改
愛
を
輿
へ
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
北
 
 

上
高
原
地
域
は
人
口
稀
薄
地
で
あ
㌔
幼
稚
な
文
化
地
域
で
あ
り
、
自
然
伐
存
の
 
 

緩
拷
形
腰
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
ゝ
暫
く
績
く
も
の
と
見
ら
れ
る
。
 
 

括
 
 

七
 
鈷
 
 

岩
手
願
に
於
け
る
地
的
胴
体
部
は
、
性
格
を
異
に
す
る
北
上
川
本
流
潜
域
、
北
 
 

上
高
原
地
域
で
ぁ
る
。
こ
の
自
然
的
性
格
の
差
は
人
口
密
度
に
於
い
て
前
者
は
一
 
 

六
二
人
、
後
者
に
於
い
て
二
九
人
の
差
を
生
じ
：
こ
れ
が
土
地
利
用
に
直
接
影
響
 
 

し
て
耕
地
南
扇
の
衰
四
八
′
・
三
％
と
九
・
五
％
と
な
る
。
燃
し
、
林
野
面
積
に
於
 
 

い
て
一
一
二
●
二
％
と
三
八
・
五
％
と
な
る
。
即
ち
、
一
は
河
川
を
圭
と
し
河
川
の
 
 

営
力
に
依
存
し
て
文
化
オ
ア
シ
ス
を
現
出
し
で
岩
手
の
生
産
的
賓
庫
た
ら
し
め
、
 
 

一
は
高
原
性
、
林
野
性
の
應
大
と
地
下
賓
濾
へ
の
綜
合
開
覆
性
と
が
曙
光
に
浴
し
 
 

始
め
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

換
言
す
れ
ば
一
ほ
土
地
利
用
の
極
限
に
達
し
回
春
を
必
要
と
す
る
黄
昏
期
で
あ
 
 

る
に
反
し
、
一
は
漸
く
希
望
を
も
つ
て
事
業
の
経
営
に
最
も
新
ら
し
い
料
率
力
を
 
 

綜
合
的
に
駆
使
せ
ん
と
す
る
黎
明
期
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
も
出
座
る
。
 
 
 

日
本
国
の
日
本
的
地
絢
爛
性
は
、
島
国
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
、
僅
か
三
七
万
余
 
 

方
粁
の
狭
少
歯
で
あ
る
こ
と
と
八
千
余
万
と
い
ふ
豊
富
な
人
口
を
有
す
る
こ
と
～
 
 

一
五
三
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耕
地
両
横
少
く
、
し
か
も
そ
の
地
力
は
使
用
極
限
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
加
ふ
る
 
 

に
天
災
粗
壁
が
多
い
こ
と
な
ど
が
奉
げ
ら
れ
る
。
新
生
日
本
の
行
く
べ
き
道
は
た
 
 

三
つ
「
地
的
個
性
の
回
春
々
は
か
り
海
に
依
存
し
、
海
の
彼
方
に
ヒ
ン
タ
ー
ラ
 
 

ン
ド
を
求
む
る
こ
と
で
あ
る
」
日
本
は
海
の
彼
方
に
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
を
求
め
な
 
 

い
限
り
永
遠
的
豪
展
は
不
可
能
に
近
い
。
我
が
岩
手
願
も
叉
日
本
の
繁
発
電
に
勤
 
 

し
負
担
を
荷
ふ
べ
き
で
あ
る
っ
即
ち
、
海
を
巧
み
に
利
用
す
る
こ
と
が
賂
魔
性
を
 
 

把
握
す
る
経
で
あ
る
。
．
岩
手
の
海
岸
線
は
三
頁
一
十
粁
も
あ
り
、
良
港
磨
か
達
績
 
 

す
る
。
ま
さ
に
三
陸
工
業
地
常
設
置
の
自
然
的
好
僚
件
を
具
備
し
て
い
る
。
然
る
 
 

と
き
北
上
高
原
の
利
用
償
植
は
倍
加
す
る
、
そ
の
と
き
疲
労
し
切
っ
た
中
央
低
地
 
 

は
決
し
て
三
陸
工
業
地
帯
の
培
養
室
聞
に
は
な
り
得
な
い
し
、
勿
論
背
後
で
も
な
 
 

い
。
即
ち
、
岩
手
願
の
地
的
胴
体
部
を
占
め
る
北
上
川
と
北
上
高
原
は
山
河
一
帯
 
 

と
な
つ
て
三
陸
工
業
地
常
に
結
び
つ
く
べ
き
で
あ
る
。
然
し
規
書
的
に
之
を
苦
現
 
 

す
る
に
は
国
家
的
に
飛
躍
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

現
在
に
於
け
る
、
岩
手
願
山
地
的
胴
体
部
を
地
誌
畢
的
に
な
が
め
個
性
を
把
握
 
 

し
て
兼
た
の
で
あ
る
が
、
岩
手
願
は
胴
体
部
の
自
然
が
規
定
し
た
範
囲
内
に
於
い
 
 

て
単
に
自
然
の
み
を
経
督
し
て
生
活
し
て
い
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
凍
る
っ
即
ち
、
 
 

北
上
高
原
と
北
上
川
に
支
配
さ
れ
．
且
つ
、
そ
れ
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
 
 

ふ
こ
と
が
出
凍
る
。
極
言
す
る
な
ら
自
然
の
利
用
で
な
く
、
自
然
に
支
配
さ
れ
て
 
 

い
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
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岡
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岩
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仙
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夢二表 岩手森各都市両横人口義  

昭和二十五年十月一日国勢調査による  

1
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山
板
材
 
 

密  庶   
1E．m望  

542．0  

738．1  

306，6  

394．2  

483  

148．2  

116．1  

84．8  

128．1  

136．7  

96．0  

130．9  

95．5  

68．1  

36．1  

67．6  

65，2  

8乱4  

両  横  
二Kln2  

219．80  

46．30  

127．89  

91．4ら   

2，4ア4・0ら   

397．4∈〉  

688．24   

l，18330   

76l，25  

443．76  

4る6．65  

799．76  

952．74   

l，34∈〉80   

2，615・93  

1，391．83  

1，225・07  

15，235．31  

名
 
市
市
市
市
郡
部
 
郡
部
 
郡
部
 
郡
 
郡
部
 
郡
 
郡
部
郡
 
 

井
井
伊
伊
 
 戸

戸
 
 

市
岡
右
前
闘
争
汲
貰
賀
澤
刺
 

磐
磐
 

部
 
盛
 
釜
宮
一
岩
 
紫
稗
和
臍
江
 
西
 
東
泉
 
上
 
下
 
九
 
二
 
 

人  口  
人  

117．607  

35′331   

39，255   

36，269  

119，724   

58，981   

80．007   

100，436   

97，475   

60，718   

44，848  

104，790   

91，030   

91，762   

94，582   

94，188   

79，911  

1，346，913  

2
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
 
‖
 
1
 
1
3
 
 

二
五
、
八
〝
 
 

計  



第三表  

小  
地 理 匿 名 嘔  

分  

中 央 低 地 3  

北 上 高 原 4  

束 部 海 岸 3  

西 部 山 地 1  

地理直による土地利用首分比表   

山
方
事
大
辱
撃
教
導
部
許
究
年
報
 
第
二
巻
 

林
 
 
 

山
 
 

弟
 
 

田
 
 

両
横
比
 
 

口
髭
 
 

人
密
 
 

行
匡
積
 
 

一
政
西
 
 
 

行
政
区
 
 

耕地  林野  

面積  両横   
原野  

％
．
1
 
3
 
 

％
6
・
3
 
 

3
 
 
 

％
0
・
2
 
 

′
0
 
 
 

％
1
・
1
 
 

つ
ム
 
 
 

人
 
 

2
 
 

′
0
 
 

0
〟
 
肋
3
7
 
 

％   ％  ％  
13．3   48．3  13．2  82  

31 155  29   30．1  

50  57 103  19．6  

5．8  13．3  

5．8   16．2  

31・5   45．4    9．5  38．5  

22・6 ．14．1 11．0 18・3  

53    6．4  10．1  5．9  

10．4   3．2  10．2   6．8  

17，1  17．b lO．9  173  

15 184  38  19．1  13．4   6．9  

南 部 地 域1 28 31131  5．8 10．5． 9．8   

北 部 地 域 2  21 25  72   4．2  4．3 17．5  

計  14 227  85  89  100  100  100  100  100  100 100  

第国表  小地理匡による土地分類比載表  

分
 
 

直
 
 

小
 
 

分
 
 

博
 
 

大
 
 

面 積  人 口  密 度   田．地  畑 地  山 林  原 野  

人  反  反  反  反   
82・4  23，016  50，054  65，800  24，450  

200・0 217，051183，318 107，420  41，571  

15る■3  372，128  372，128  2ら8，465  93，967  

E1112  人  

北   部  535・70  44，181  

中   部 1，553．76 311，820   

南   部 3，051・24 554，542  

中央低地   

地  域  

1・遠野盆地 1，048．08  4ち5b7  

2・閉伊川地域 1，064，23  22，308   

3・小本川地域 1，308．90  27，090  

4・葛巻地域 779．70  20，059  

46・3  32，534  31，641 109，458  98，260  

20・9  7I919 12）678 150J182  35，524  

20・7   2，854  23，866 187，276  71，478  

25・7  2，179 18，053 2（〕2，021113，425   

北上高原  

地  域  




